
－1－

巻　　頭　　言

九州地区大学体育連合会長　則　元　志　郎

大学教員の仕事は大まかに教育，研究，運営の３領域を挙げることができる。運営は，各大学で異
なるし，特に国公立大学と私立大学はかなり異なる。
研究は，主に各個人あるいは研究グループの専門領域に基づいて行われている。大学の授業はこの
専門研究も基づいて行われるのが本来の大学授業の姿である。各学部等での授業は専門研究が基本で
あることは言うまでもない。
ただ，一般教育（教養教育，共通教育）となると求められるのは学位授与方針（ディプロマ・ポリ
シー）や教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）との関連である。
これらは，各大学や学部で設定されるもので，大学間で類似しているのもあれば，独自なものもあ
り，一律にまとめることはできない。
教員が採用される時点では，ほとんどが学部・学科方針に基づいていて，専門研究とその授業担当
が求められる。もちろん，一般教育の担当も条件には入っているが，ディプロマ・ポリシーが大きく
関わることはない。
現在，ほとんどの大学の一般教育で，ディプロマ・ポリシーに基づいた学士力が求められており，
教員はその「専門性」に関わる授業を実施し，学士力を身につけさせなければならない。
いま話題にもなっている専門分野に関わらず必要な汎用できる能力ともいえる「ジェネリック・ス
キル」を獲得させる授業を行える「専門性」をもつ大学教員は多くはいない。
学部・学科の専門性とは異なる「専門性」，いわゆる様々な汎用スキルの研究・教育は，関連学会や
連合で検討していかなければならない。まさに，九州地区大学体育連合はその研修の場でもある。
体育は総合的な分野でもあるが，すべての汎用的スキルを獲得できるわけではない。全国大学体育
連合，日本体育学会などが，おもに大学生の「心身の健康」を中核として体育の必要性・重要性を主
張してきた。
今後は，大学卒業時に求められる汎用的スキルとの関連で，そのような能力が体育授業の成果とし
て関わっているのか，また獲得できているのかを証明していかなければならない。
これらは，大学だけでのことではなく，小・中・高校の体育によって獲得されてきた様々な能力（汎
用的スキル含む）との関連も重要である。
高校までの体育の内容領域として，「技術」「組織・集団」「社会」という３つの領域がその典型とし
て挙げられることも多い。しかし，「技術」や「組織・集団」に関する領域は，ある程度獲得されてい
るが，「社会」領域に関しては，ほとんど獲得されていないという報告もある。
大学体育の内容に関してはディプロマ・ポリシーとの関連での「専門性」だけでなく，体育におけ
る独自な内容としての「社会」領域との関連での検討も必要と思われる。
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